

















































































































































































秋の来るにはあらず。春はやがて夏の気を催し、夏より既に秋 通ひ、秋はすなはち寒くな 、十月 小春の天気、草も青くなり、梅もつぼみぬ。木 葉 落つるも、ま 落ちて芽ぐむに あらず、下よ 萌しつはるに堪へずして落つ なり。
生老病死の移り来ること、またこ














かしけれ。男女の情けも、ひとへに逢ひ見るをば言ふものかは。逢はでやみに 憂さを思ひ、あだなる契りをかこち、長き夜を と 明 し、遠き雲井を思ひやり、浅茅が宿に昔を偲ぶこそ、色好むとは言 め。
望月のくまなきを千里 外まで眺




































































ほことざまの優に覚えて、物の隠れよりしばし見ゐたる 、妻戸 いま少し押 あ て、月見るけしきな 。
やがてかけこもらましかば、くち




















ひそめ、人目をはかりて捨てん し、逃げむとするを、とらへ 、引き どめて、すずろに飮ませつれば うるはしき人も、たちまちに狂人となりてこがましく 息災なる人も、目の前に大事の病者となりて、前後 知らず倒れ伏す。（中略）
人の上にて見たる、ことに心憂し。











を掟てて、高き木に登せて梢を切らせしに、いと危く見えしほどは言ふこともなく 降るるときに、軒長ばかりに り 「誤ちすな。心して降りよ」と言葉を懸け侍り を「か ては、飛び降るるとも降りなん。いかにかく言ふぞ」と申し侍 しかば、「そのことに候。目くるめき、枝危きほどは、おのれがおそれ侍れば申さず。誤ち やすき所になりて 必ず仕ることに候」と言ふ。
あやしき下臈なれども、聖人の戒











































過ぎて、ある山里にたづね入ること侍りしに 遙かなる苔の細道をふみ分けて、心ぼそく住みなしたる庵あり。木の葉 埋も る懸樋 しづくならでは、つゆおとなふものな 。閼伽棚に、菊・紅葉など折り散らたる、さすがに住む人のあれば るべし。
かくてもあられけるよと、あはれ






































































れけるに、大きなる蛇、數もしらず凝り集りたる塚ありけり。「この所の神なり」と言ひて、ことのよしを申しけ ば、「いかがあ べき」と勅問ありけるに、「古くよりこ 地を占めたる物ならば、さうなく掘り捨てられがたし」と皆人申されけるに、この大臣一人、「王土にをらん虫、皇居を建てられん 何の祟りをかなすべき。鬼神はよこしまなし、咎むべからず。唯皆掘り捨つべし」と申されたりければ、塚を崩して、蛇をば大井川に流してけり。
さらに祟りなかりけり。
（二〇七段）
怪異や神霊のたたりへの畏怖。実基の大臣は、その迷妄を躊躇なく断固として否定。ここには、合理的で現実的な行動によって、因習を突き破ってゆこうとする人間の、自信にみちたういういしい精神がはりつめている。（永積安明『徒然草 読む』一九八二年
岩
波新書
九九頁参照）
３
迷妄を退ける
31
参考文献
・小川剛生訳注『新版
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角川書店）
・小川剛生『兼好法師
徒然草に記されなった真
実』二〇一七年
中央公論社）
・永積安明『徒然草を読む』（一九八二年
岩波
書店）
・神田秀夫・永積安明・安良岡康作訳注『方丈記
徒然草
正法眼蔵随聞記
新編日本古典文学全
集
44』（一九九五年
小学館）
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・佐竹昭広他編『新日本古典文学大系
39
方丈記
／徒然草』（一九八九年
岩波書店）
・島内裕子校訂・訳『徒然草』
（二〇一〇年
筑
摩書房）
・三木紀人『徒然草（一～四）全訳注
』（一九七
九・一九八二年
講談社）
・安良岡康作『徒然草全注釈
上下巻』（一九六
七・一 六八年
角川書店）
・長谷川孝士監修・吉田兼好・柳川創造シナリ
オ・古城武司漫画『わたしたちの古典
８
新装
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学校図書
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ごあいさつ
本日は、お忙しいところ、本、
公開講座
「『徒然草』を楽し
む
ユマニスト兼好の人間洞
察」に、足をお運びくださり、ありがとうございました。
拙い話を最後までお聞きくだ
さいましたことに、深く感謝申し上げ す。
これを機会に、『徒然草』な
らびに、古典文学を、さらに楽しみいただければ、幸いです。
どうぞ、気をつけて、お帰り
くださいますように。
渡邊
春美
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